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なお，バイパス工法は，鋼Ⅰ桁に対する工法として適用されたが，の設
計思想は，材交換工の基本であり，の構造へと拡がりを見せている．

なお，バイパス工法は，鋼Ⅰ桁に対する工法として適用されたが，この
設計思想は部材交換工が基本であり，他の構造へと拡がりをみせてい
る．

鋼構造シリーズ18 腐食した鋼構造物の耐久性照査マニュアル
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